
3.3ユ ーロ ネ ッ トに おける楕 …段サ ー ビス

ユ ーロ ネ ッ ト'でぱ大 きく分 けて、2種 類 の楕報サ_ビ ス を行 おうと

レて のる.ひ とつ)ま、文 献 抄i陸橋報'ごあ り、 約 タoの デー タ'ペ ース

ガ＼ ユ ー1コネッ トを通 して=利用 可'能 とな き,9'一 ・一・9,ぺLス の 内訳 を

あ　る と 、・数ぞは ク子%ガ1ヨ 一且・ソ八。、20%ガ'ア メリカ、 残 りの 子%

ガ そ の他 の翼 て当乍られ た.もの 之あ己.但 レ、侠1え)ま、」奏日 の数 とい う清

報 量 を 示寸指 数 をとフて 践 と、60%ガ ア刈 力 、勧 の4。%ガ

ヨ ー-trッ八。製 、と逆転 して しまう .内 容的!2は 、約 殆 ガ ェ 啓 情報 で

あ り、/4ガ 医 学 ・生物 学 関・係 そ レて浅 」1ガ|i教育 、農業 、辮 、深 度

)Z関 するも)の こあ る.あ る 予測)こよ))t)9"、こ れ ら 文献抄i撮棒報 め利 用

状 況)乱/勿 タ年 た正 劇 報 力ぱ 〃%そ して陛 購 報 力 話%程 度 と

碗 どろう と減 れ て レ)百 そ し子 これ ら二分野 久朱 例え ば 法律 、

環境 、女 通 関振 の楕 報 に対 す奇需要 力・将 来ieカ ∀ ～=徐々ヒイ申み・・て ゆく

と予慮iされ 之 し1≧5.

ユ ー亡r末・ソ トで提・i共され ξ蓑毛 うひと つのλ毒報形 態 と レ'乙▲よ、統計や

麹 直表 を声 ∫Uにレた デ ータ ・バ'ン クと呼 ば れ るも の力・あ る.こ れに含

まMヨ 別 よ、生産統制や 各種 の予測 な と}で主)こ産業 界での惰 撃力、嘉 待

され てωら,現 在 ヨーロ ッパoた おUて 、ア)～リカ のネ ・ソトフ ー ク を通

して利 用 可能着 デ ータ'バ'ン ク 数?(、約 ノノグ ごあ るカ 、 その1ま とん ど)ま

アメ リカ 〕製己 ある,ユ ーロネ ッ トてりK、今 の と とろ、 こ0)う ち の2舌

のデ ータ ・バ ンクカL利 用でき.るこ とleな ってWる か 、 こ二う した デ ータ

に対 す己産 業界 の需 要力・、今後 ま すま す増 加 す♂ と凶 う考え カ・ら、

Ec委 貰会 でぱ 、ヨ一口 ッパ が比婆 とす きデ_夕 ・バ ンク のヨーロ ッ

パ。)こよゐ開i宅を振 興 して ゆ く方 針 さ あ き.
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これ ら2種 類 の膚 報 サ ー ビ ス と)ま別 に 、L－ ロネ ッ トに はEC各 国

内 ぜ開 発 され た 樽 報 シ ス テム も接 続 さMる こ と)こな って の 詰.代 表的

な も の と し之 浪Eur・peanSpa・eAs・n・yのESAME7-、

ド イツ の医 学 情報 シス テ4sBr[七ishLZbraryのBL/4iSE・

フ ラ ン ス のTjTUSな どガ'あ き 、 こ れ ら を含 あ て 、ユ 一口 ネ ・ソト を

通 レて利 用 で き る各 日 のサ ー ビス の数 は2せ さ あ り、 そ の国 籍 劉 内訳

は 、英 厘1(4)、de(3)、 づム(9)、 伊(4)、 八')レギ_(/)、 デ ンマ ー ク

(/)、)レ クセ ンプ ル グ(刀 と二な フ'て い る.

そ)Kで/ま 、こ う レた サ ー ビ スを提 供 す きこ とにな るこZ--rrネ ッ トの

成 否 左考 え る上 ぜ 、重 要 な 要 素 ぱ 佃 ごあ ろ ラか.次 に こ の点 に つω て

み て ゆき 〕ピい,

3.〆 ユ ー ロ ネ ッ ト成 功 〈の 条件

先}こ も述 バ た 通 り、 ユ ー ロ ネッ トぱ 、iヨ ーロ ッパ8方 ら利 用 可能 な ア

メ リカ の ネ ッ トワ ー ク と競 合 関 係 に あ5.従 っ て 料 金 や サ ー ピヌ 内

容 面 に お し1て、 米 国 の そ)hに 劣 った も の ぜ あフ て は なら な し).そ し'て、

ユ ーロ ネ 〉 トガ 、『ECの 事業 と レて 真 の 就 功 を収 め る上 で 重 要 な こ と

は 、需要 の拡 ×(特 に 地域 較 差 の是正)、 技術 ・方 式 の規 格 調整 孟・よ

び き語 問 題 な ど で あ ろ う.

ま ず 、7メ り.カの ネ ッ ト ワ ー ク と の競 合1エ フ[〕一てぞあ るカ'、 料 金 お

よ び 同 様 汝 サ ーチ)之 か か る9寿閏 と1')う 三 とでは 、1まば 問 題 ぱ 解 決 して

レ1る.之 液 ヒ よっ て 、 ユ ーロ ネ ッ トに対 す る需要 は 、年 間 接 続 曲 閤 で

/9ク9年 ク万6千 時 間 、/9SO21r/7万 ぷ イ召寿間 、/92ま 年/・0万 時

間 と推 定 さM之11否.ヨ ーuッ 八〇に おけ る ア 〉～リカ の ネ ッ ト ワ ー ク を
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も含 む全年 間 接続廣 闇 ぱ、/タ80年)こ 舌0万 時 間 と予測 さMて いるが

この うぢユー ロ ネット¶ガ/ク 万 ナ4H寺 稻] 、即53・ ざ%を 占、わる～とに

戊まク、こ の割 合はそ》Z以降 増加 レて ゆく そ)(のとみ られ てレ)る.

レ ガし、ユ ー-llネヅ トのECの 事業 とUて の成否 一 ア ヌ リカ のネ

ッ トワー クlzrtレ て 、ECガ 、真 の意味 で三一ロ ッ八・)こ根 仇 〕左・膚報

網 主確立 でき冶 か ど ラか 、 と口 う意味 であ エガ ー に つ∪て は 、〉欠に

掲 げiろよ うな問 題点ガあ る と考え られ る.

⑦ 地域 差な しに、ネ ッ トワー クにア クセ スで きる≧ と.

② ヨ ーロッパ・独 自の梼 報が 商品 ヒされ 苔乙と,

◎ 言語問題 への対 応,

② 機 器 才～・よび方式 の」規格 統一,

◎ 膚報 ソース へめデータ'セ キ ュ リテ ィー の問 題.

④ 一般 的に 、横 額利 用 に つUて の 振興 をは かる2こと.

これ らくの問 題 の うち、ネ ・ソトワー クに対 するア クセスにつ))て な

ユ ーロ ネ・ソ トカ'、距 離 ヒこよらな 口料 金制 度な うPt・)z少量 多種0)利 用 と

しドうことを 考え て、 パ ケ・ソト交換 網 を採 用 レたこと に よフて、基 本飴

)こノよ解× レた とみ きこ とガ ぞ きる.又 、≡1一ロッ八。独 自0)ノ清報 開発 に

っ いマは 、EC委 員・会 とヨ 一且 ・ソバ。o)ソフトウエア 会社 の 合同委 員会

との闇 で話 し合L)かi定 期 的にも たれ ている ,そ レて、 書髭i問題1=フ し]

てぱ 、小規模 な か らEC委 員 会 ヒおい て研 究力・続 げ られ て いら .研 究

の中心ぱ 、英 語 と仏 語 の間 の機 械翻 訳であ 己ガ'、まだ 応 用疫 階)ゴ 古里

フて いな の.こ 五一ロネ ッ トの利 用 を三一ロ ッ八ψに根付 か迂 る這)三ノよ、

その他 の公用 語 の取 り報[、も重 要 な問題 にな ≧r－ごあ ろう.し カ・レ、 こ

うい フた椿 摂網 の中の多言 語 問題 への対応 にフ い τは 、〕三C委 員、会 は

(クリ



今 のと ころ 明確 な万全ナを囚「ち出 レて}EFLOな11.

次に、機器 お・よぴ 方式の規 格統 一 の閏'題であるガ 、 この点 《釣ま、E

C委 員会 と各回 と.の聞ピ大筋 の合 意)まできて1・'〉るむ の の、タ ー ミナ)レ

の機器 の統_、 マ ニュア}レ類 の規 格等 残 され ている 問題 も 多いよ うーt

あ き.EC委 員 会ず ぱ 、こう びた 点 にフ)りて、 今後 共関係者 との 調整

を統1ナ'てゆく こ と12戊まろ う.ノ唐鞍 ソース 〈 のデ ータ'セ キエ リアィー

の搬 駄 、長期 的 に み 己と 、ユ一口 ネ 〉トに とっ て一意× きな問題 と

な る可能性ガ あ苔.多 種 多様 なホ ヌ ト、 ユ ーザー をガ かえi5国 際 ネッ

トワー ク・ぐノま、情 報 の貨 を嵩 める上 ピわ 、 この点 は 今後 の諒 蜜 として

残 され苔 と恵 わMる.最 後 にZ、一般 的 校構報 利 用 の1音家 活動 、ごフ 日て

一てこあ ≧5ガ・
、1≡三(⊃蚕糞 会、どtまころ し、フt_三活動(栢4え ノ弍、1三{本1=三お 　ナる・}青

報 週間 のような)に 、ユ ーロ ネ ットの総 売 リ上 げの一割 をカ、け る とい

う 考え を涛 ってmる ようで あ る.こ 放 を金額 蜘2み ・≧ヒ 、売 上げ)よ

/9ク タ年 の圭撒 間 の予測 値で ある ク万5』午時聞 を)分 一ノド)レとして

4SofOド')レ であ るか ら、 マ ーケ ティング 活動巳は4S万 ド}レ(約9千

万 円)ガ 使 われる〉 し汀う計頁.に な岩 。

玖 上ガ 、 ユ ーロ・ネ ッ トの回 際膚報網 と しての問題点 で あ る カ、 小さ

な問題 は他 にわ いくつ ガ考 え られ る.例 えば 、料 金 の支払 い の方式 で

あ ぼガ 、各回 の通 貨 の要動 特 ガあ{15上 に、ユーザ ー 、ホスト とも 多種

多 操tあ る,従 って適切嵌 約 ・料 金請求 システム を考え 存/、と 、利

用者が 不便 を濾～じる ことk二な り、 それ だ∫ナーご南 猷 へ の伐てきな障 害

とな当怒 丸 ガ¶あiヲ.

E…C委 葺合?'は 、/9ク9/8汐 年 をユ ー亡rネヅ トの 試用期 間 と二〇〈dv

リ、 こう した問 題を 含 劫て その問 に検討 ※善 して ゆ く こ とに な ろう,
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執 で)畝 に 、ユ 一口ネ・トの将来の展望に っ いて篇戦 勲 冴 た

い と思 う,

3.せ 将 来 の 展 望

ユ ーロ ネッ ト・こは将 来 どのよ うな硝 自性ガ あるか こつ レ〕て冴てみ 七

じ、.ま ず、 第一 に言 えること)ま 、ECと 構 成 各国 ならび に八_ド 、、ソ

フ ト業界 の闇 でま すま す協調 の表 合Uが 瑠 まっ マ ゆくtあ ろ う とい う

こと であ ≧。 こ>kに とbな って、各国 か既Z、 ユ ーロ ネッ トと の接 続

左縮/こ レて醜 し フ フあ欲 ン トワー クが 蜘 将 来稼働 を開始 する

ことκ二なき㌦ そして、ネ ッ トワ ーク の癖 度ガ'高ま って ゆく に っれ て
、

そのサ ー ビス の糞 も伺 よ し、ひ 口 ては 需要 を換 起 レてψくもの と)翻 り

れ う.

更12、 ユ ー ロ ネ ッ トのEC武4へ の拡5ft)こつ しozt'あ る小 説 に い

くフかの 国が接 続 に興味 を示 レマ 図 る.ひ とつ は 北欧 三国 セ よき

εC,4,MIVET、 それ ガら い くつか のア♪～り力 のネ ット ワーク、Eeと

ロ メ協定 セ緬 醐 乙 ほ ア フ リカ 諸臥 ス俣 な ど の名前 か掲 。てい

ろ.し カ＼し、 ユ ーロ ネッ トの滅 多ト拡 張1ま、あ くまごネ ・ソトワ ークの稼

働 が軌 道 に乗 って ガら と いう方 針ガら 、拡 大が実 現 すきの ぱ早 くても

ノ99t,/]取 咋 とい う こ二とになろ う,

こう したや や楽髪 的 杖見通 しに 反 レて、果 レてユ 一口ネ ッ トがEC

委 蓑会の思 惑 通 りに ヨ 一口ッ川 二お しりて重要 な欄 睦 粟 ∀ことに な き

かとnラ 点 に フuて は 、悲 観 的 桂料1)あ ヨ.ひ とつ)ま、デ_タ'セ キ

ユ リディー の 問題 ごあ 己.先 にも迷 ぺ、た通 り、ホ スト 】ユーザ ー が将

来 多様 になれ)ぱ ぽ1きほ ど、この 問題 は深 刻 イヒして ゆ くと思 われ る .従

(μ)



っ て 、例 え ば 各回 か どこ ま で膚 報 を出 す こと)三 な るか と レりう点 ひ と つ

を とっ て み ても 、tS乞れ1磁情報 ガ'ど0)よ う)之 取 り扱 わMる ご とに な るか

巳 かか っLrL・'る ・aとIZな る.≧ の 頗 題 セ.対 レて 、 何 らか の解 決 策 力'用

い 出 さ汎なll破 り、 ユ ーロ ネ ッ トを 遠 レτ 得 られ るノ漬li報の 貰 を 、 真 の

意 味 て}≡1一ロ1ッ八。・レ・べ)レて'の嘉・思 決)≧ にZ役立 フ も の)ヱ す き5Zと は 蔑

しい と い うこ ヒ1こ な ろ う.こ こで 、国 際 ネ ッ トワ ーク 特 有 の言 語 の問

題1もカ＼らん ご くき.法 律用語 を 例|(三と っ てみZも 、異 フ五 言語 間 の コ

ミュ ニ ケー ンヨ ンは 、 不亘「能 に近 日 と い つ マ も言1'き過 ぎ ぜ)ま意ユ/.レ

か し、EC委 員 会 か 考 え て い るよ うに.将 来 こう レ左 分 野 に お し1ても、

ユ ーロ ネ ッ ト左 充分)2活 用 レ ーZ由 く為 に1くま、こ の面 でも イ再らカ＼のメてき

な進 展 ガ2ナ ら沢 な く て は 掠る ま の.

ユ 一 口 ネ ・ソ トは 、以 上o)よ う嵐 周 題 を か か え 意 力 らも 、そ の 利 用)ま

拡 大 して ゆ くも の と 思わ 》てき.ECそ の 七 のの 統 合 〈の 動 き と同 様 に 、

長U商 圏 を要 す るか も知 れ な 日 力、、S.IIIEして 後 退 するこ と)訂 な いぜ あろ

う.し か 払 現 在 の 事業 規 模 は 小 さ し'きも の ごあ る ヒは レりえ 、 ユ ー ロ ネ

ッ トとUう9?98.}楕i殻 頬 『カ、ヨ ー打 ッ八〇と い う土 〕衰か ら)圭)}て責 フ'て し1き ヒ

の う こ との意 義/よ × き 口.斎 ヌ㍉ 五 こが ヨ ー 江 ッ八〇)こお、∪ て よ り× きi

レ〕存 在 に な さ為 に 、ユ 一口 ネ ソ トか あ 言役 割 一 それ ガと・の よ う 友程

度 の二も0))こ な るカ、)ま別 に し,-cも 一 を果 すこ と)ま 聞違Uな さ 〉乞う で あ

る.

3.6結 論 一 三 一口・ソハ。と 日本

橋 報政策 に関 じて いえば 、ECの ぞ丸=をヨ ーロッパ(9か 国)左 代

表 し之Mき も の と考 え て よさ そうで あb.こM減 、構 成各国 δ)利害調

⇔



整 に 子間 ど'っ ている分野 が 多しゴ中で 、ま取 な ご〉と言 わな くて はなら

なV、,二 の背景 たは 、克 に述 べた遁 リ、.アメDカ に対 すき楕報 問 題に

Et;1ナ乏強 し〕危 機意 識 ガ[存在 すさ,こ の慌i報危巌・と い フた毛の を、×ま

かに ハ ー ドウエ ア に関 す包も のと 、 ソフ トウエ アノこ関 す苔主 の とに分

)tて 考え てみ 這と 、ヨ ーロ 。ノ岡 場 合1忠 ど ちらカ・と言え 民 ソフF

指 向的 之 ある と言 え そ うごあき.

)ヨ米欧 菱比 較亨る擦 に 、≡ヨー ロ ッパ・は日本 とア メ リカ ⑳ヰz囲・吐どあ

ろうとOう 表 電か 債 わ旭 こと力功 ≧,例 え ぱ ・濤iに 対 レて金銭 を

紬 うと 、う 意識 の度 合口 とわ ノ三給)こ 、 良く この ような ことガ言

われiろ.レ ガ し、 ≡ヨ一口 ・ソ?x。のノ}報政策を み 之i考二之iろの)ま 、確 力・に こ

うし左意 識 は アヌ リカ 並 ど)ま)まの}こしても、ア メ リプ引こ相 当近 いも の

ガあ リ、日米 の中間 に位 置 して いると考 え きiの)丈余 リ)ごも 図ボ的 な亮

二方ぞはな 、)か、 とmう ことで ある.

従 って 、丘Cガ ユ 一口 ネッ ト構 想を持 ち、 比較的辛 いテ ン亦ごで その

誠 左計 っZし りると匂う こ と)よ、国 際 政治レ ベ ル・?の 薦 報 の折 フ意 味

を認識 レ之 レ〕る証 レ岩あ 吉と覧 るこ と主)でき苦.こ こガ 、ECの 腐 報

政策 カソフ ト指佃釣 であ る とOづ た理 由で あゑ あく 已 比較 しマ の

話ざ あ 禎ガ 、 写本 に お けるデ ータ通 信 の現 状は 、こう じ左意味ぜ ハー

ド指 向宕 ある としりラ指 摘 は否 めなnθ)ぞ はなDだ ・ろ うか.ト ラン ジス

タ、 工C、VLSLと 続 く開羅 ・争}こA・レlz)ま 、ヨー〕コッパ 」こ対 し'て

一－Hの 長ガ あると は1〕え 、この迎 ぴ 日 本 の構 報 政 策の盲 点 で はなllガ

とさえ思 え て くる.

(クの一
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策4章 楕 報 の分断 と利 用 におけ るfg'・ ノブ 陶 アプロー チ

4,1知 識 一'情 報 の分ネ斤と剤 用 の主体 、

ぐって しオ ン ・ブ リル アン は に科 学 と情報 理論 」 の冒頭 の/章 で

「情報 は
、 いガ な ろ観 測者 に とって礼同 じ数、鱈 を とる絶 対量 で あ る。

他方,情 報 の人 間約緬イ直は必然 看勺に相 対 皇で あ り,ガ つ惰.報≧ 理 解 し、

それ を後 に使 う可 能 、陸に よ フて 、渓 な っ撫ll者1て 対 して異 なった摘

花 とるで あ ろぶ 」 と書 いた 。

そ して 、本 章 で扱 お う とす る}笥廼 ば.ま さ1こ、 「理 解 －sや 「後 でン使

う可飽 性 」 とい った'要因 ぐ変動 す る情 報 の 「人 聞ぴ∬面庖 」の仰匿1に 閃

す る見 のである。 とは 考 え、こ う した 繊 にお いて話 芸有益 底 も⑦と

す るた めに1良 曖 昧な 問題 撞 け オ耳当程 度話 題 芝U錫 な くで よな

らな いP「.理 解 」 「(情 報を)4吏 フ」 というλ千鳥 の灼 きζ江相 ≡頭髪沫 で

あ ソ、 ま して 「人PdH3〈1」の内 恋は極辰 に曝 沃Cあ る。 しガ し、 「'頚辮 」

「《交 う」`一メ＼」罰的_1とL＼ う ラ フの偏1面 にお いて 、人 間 のどっ 「知 識'」

という問題 がkさ な,叱宣 を持 ってい ろ こ とは認 めて よJo'ろ うと■ う。

例 えば 減 る楕 殻 臼 星解 する、 とぽ お 乞 ら く、 その情 致 乞知 る前

にLっ ていた知 識 と その百穀 とが 、成 る程 度畜台 詞 に結 ・今 さ」した よう

な ぽ 三匂 拍=Lの と黒 川L、 又 司 る情報 乏使 う,と ば 、二 定の行動

の選 択 の中 る'わ 、又 々のづ働 メニ コー とその結東証1来 ご,jtる嬬 との

関 係に 関する知 識 及びi新たなo}蕎三鼓1こも とず いてひ とつの選 択 乏行 う過

程 であ る とプ る ことがで き る も の と運、う。通 常 入 閣 ぱ織 ▽ ってい

る知識 のカテ ゴ リー の枠 内 ぐ しカ＼新 しい 情報 乏吸 収 しな い七の ぐ釣り、

自 らのる熟 の カテ ゴ リー の外1こあ る主のに対 してiま,engxと して の両

個 乞認 のな い 、とい うの が㌧;話で'ある。ヌ 、 「行 動 メニ ュー とその2力足 ユ

に関す る知識 ば 、情 報の利 用 とい う問 穏 葛考え る上 て・・重 要 左問 題で あ

くク7)



るが 、 統 計 的 意志 決 定 論 や ゲ ーム理 論 欲 賦 して い る考 で な い頁こり、

そ・れは6月鱈 こ意識 さ・i、6こt・・6〈'なく.時 と して 牽働 の 連 尺白 鍵 つ 肩

益 な 情 報Z>＼ 写 して 主 、そ れ と気寸ビる＼1(や り過 ご して しま う と い うケ

_一ス1二Lよ くあ る こ とて"あ る。

へ

こ の よ う な 実例 ぱ或 る 意 味で 、人 間 の頑迷 さや .一 声 の会題 性 と一

定 の序注 意ーさ のXり 淫 じっ1た中途 半歳 み存 在 とし て の 結 縁 ど薄 き ほ1・り

に してい ちが 、 こ う した 稀散 ぽ一り一べ て 人 間 の才迄 全性 で あ る こ して 、

これ 芝切 り]言(て 情 報 ⑦カカ汀と元)1用の問 題 を言請じ るこ と に は あ9tり 意

味 が が い'しの と思 わ:}1る ・古 しろ こ う した 問 題 主剤^面 に培 えて 、

の 分宥「ラ利所 システ ム欝 築 の古 漬 に 『アノ。コ 一一・ヂ"すξ沽易合 に どの よ ♪な

=二と・が生一ずる の で⑦ そ)う/」＼。

本 章 に お いて これ が ら述 べ る内雰 」よ ・そ の極 く一菊 こ陶 は うとす

ろ 一節 で あ る が 、 そ ぽ 法 論 を ひと言 で言 え.ば'、・幡 ⑰ 知 識 幽 幽 に

ア プ ロー4・ す る 、 とい う:と で あ る 。

看蘇i:浅?■ ・I」〈'ソフ ト、ユフ ニγ と砂チλ ご い る と ころ(7)'しの'乙.L去 ろ'意r?-i＼ぐ＼

メ＼国 の もっ知 ξ獣乏 定 式ソし・した 毛 のて1彦〉る 。 しガ し、 こ の」≧〔式 化 の過 程

にガ い て 人 聞 の 「しつ 知 識 の うち の極1め ζ重 愛 江緒 鋤 ジ の 捨 て ら]し

てい る の で あ る.人 聞 の担 識 の もつ ネ・'・トワ ーク こ し ての ひ ろ ▽ぐり、

患家 鰻 念 と い っ た 方 剤 農1細 ため の ㌧ 和W福 三 フ己商 枠 の 手

順 と して,の雀 繍 三力。 こ う しプ三礼の の≧C・ ボ従 来 の ソフ ト・ラエフ にお

い,て ぽ叉i玄 な い し ・不 充 分!江実 領.に とどま つてい る 。λ廷.フて2涙 章 ぐ

ば 、不充 分 なが らも 、 人 聞 の如 講② 樋 を い る＼に して 情 報 シス テム1(

再見 す る が とい う 点 に 主題 を 置 いて 言倫 じてみ・た い と思 う 、 この よ う な

主題 ㊦ 完 全 に解 β月さ れ る こと は あ り得 な い で あ ろ う、 しガ し、 着実 な

南年産 はあ り うる と思・う 。 そ して 一定方鏡 まで 一路 衰 じた1時 、従 来 の・ノブ

(ク3つ



ト ウ 土 一ア1まLそ の 特 みきケ ー ヌ、こ して 狸 云準さ これ る1.,の と 兵きわ1・,るb,そ こ

て ・、 こ,札 ガ リ 述 べ ろ 内 ぷ 乙 一 応 メ タ ・ ・ノ フ トつ7プ ロ ー チ と畔 み、で ・おK

二 と と し た い 。

4'2一 ヂ ー9ベ ース の本 質・的 意義

デ㌧ ダベ ース に蓄 積 さ木て い る楕 報 な い し知 識 ○基 水 的 単磁 は 、榛

々 な属 、}窪くあ老trrノムttt.e)と そ のイ直(ゾ グ/bte)の セ ッ トと して定

義 され る 「爽在 」(e/z右 τ〆)で あ り、例 えば 、企・業 に関 す るデ㌧ ≦7

べ ー ス の場 合 真 棒伯 に言 えば 第41ノ 図 のよ うに表 わ さ れ る 。

第4川 固 く2ηti七 メ.a上 上i^lbL.tt〈Z.レ ・α んaの 一イ列

企bt-)lki(2万 右 亡ソ♪

名 称(∠ ヒ十tribしC量eと):A(ひ α2μeD

所 在 舷(ク2)

業 種 く43)

資本 金 く 〃4)

;

{

|

(a.ttribecそeハ]):

:東 京 都(Va/uae2)

:蜘 同業(v41レ 乙ε3)

:/oづ 意i[i〈 〆a/しcρ4)

z〈Va/tteN)

(クの



この よ うち£基 本、釣 革・位 ぱ 、ニデ㌧ 夕べ'一スの中 で'イ可らカ、の型 てい秩 序 づ'

けられ る訳 であ るψ＼ それが'ど のよ ラK秩 序 づ'けられるカ＼は,デ'一 夕

べ ース の果 たす繊 とに よって定 まる 。

その第 一の機 能 は 、成 るeれ 匂 え/を 指定 した 時 に答6～τぴ 功 μτe

の値 確 答 す る機 能 で 鋤 、抽 象的1二言 えば 、匂tは ε賄 旬 の集

合ガ ら、oztbへ 》わL・Ltel～Nの は るN次 元 空 聞 の上への写 像 とし

て定 義さ れる(第4、2図 参照).こ こて・」gxalteZZv.CILOIエge次 元

は、多種 多様 であ り、イ副え ば企・i業佑 とい うa乏f/zteμ 乙cの は る次元

に は・各 企業 宕 の康 合 が対 応 し、ヌ 、資 木 金 とい う屍ぴ磁 己左 のは

る次元に は整 繰 合が対 応す る。斤ピ方 この写像 の足 芸威 、とな る ぞ九一

えドτソの集合 は若干仮 想的 な 礼ので・あ り.ご のイ列 の場 合 には、企:美名 の

二集合 と司一 と考'え るこ とが＼で'きる。

一力、 嘉 二端 飽 ま 第 一の機能 の逆寡イ象で あ る.即 ち.い くつか

の ・え亡レ之イノ 屍友 に関 して それが〔載 る特定 の く或 いは特定 の籔.囲 の)

値 をとる 助 出 ソ を 求 める とい う型 の写像 で あ る.通 鴬 」情熱 籟

と匪トばれ てい るのは この タイプ の・写像 で あt"2、JE,碓iに言 え ば 、二の写

像 ぱ屋 久九 五1ん π£ の は るN次 元 室 間 な いしその部 分空間 ガ らen-

.オifソ集 合 への写像 と言 え る 。 リレー シ ヨナルデ」 夕べ ースにお いて

作 成 される インバ ーテ・ソドフ ァ ィル は この第 二の榔 日(二歳 も よく遽i・合

した ↓ のと言 え よ う。

そ して この よクな ふたつ の繍 ε左果 たすた めに、各趣 のデ ーダベ ー

ス中 でば ポ'インダ等 左弔 いたデ㌧ ダ聞 の様 マな秩序 づ'けが行 なわ れて

いる ので'あ る。

(釦)



第4,2図 ラs㌧ タ ベ ー ス、の ～機 能

ナ!le2z右tγ 集 合 →afぴ ～hし沽 之 空 間

昆 ど亡rlbμ 亡25

α 品'・'hute2
フz

eノ

チ ・(ズ んX2,Z3)

JLItブ/batel

〈?ηむ オノ 已/が 、ご211Til)μle空 間 中 の 特」定 の 位 置(

xわxろz3)に 写 像 さ れ る・

膓2:φ け15し ど±e室 闇 闇一一>e/出 土メ楽 合

んztピ 沽ctte.5

〃 二1㌘㍑ ら/e2

x、 〃 〃e,.
/

attn2b"te/

この輌 揚 台 は・・iattriihuLte2==pa2}姪 眺

こしつattpihμt .e空 聞 の部 今・きξ合 力べ、 εμ てノ'亡γ 集 合 中 の2

つ の要 素 に写 像 さ礼 る 。

(8/)



そ してお そら く、人 間 の記 憶 の場 合 も 、 こ のような 二鍾 類 の字源 を

'実現
.でさ 弓よ'うな 型 て＼ 神 経～紐胞間 の結 合㍉達i繋 の稼 ぎが形成 さ川 て

い るので あろ う.こ の こと は、校{ピ目 引択畠田意 左た ど'る通じ已 を葱起す

メしば容 易に痢 鐸され よ づ。

例 麦ば ∵戎 クの鉄鋼 メ ニカ ーに 関 守 る記 憶 の構 造 の一部 を模 式的 に

図 示 す川ば綬4.i3図 の様 にな ろ う.成 る時 こ～ま記憶 ぱr大 手企i業 ぱ 一・一

ー一」 という型 でた ど られ 、又 蹴 る時 は 「}り鉄 の … ・一」 とい う型 でた

ど ら氷 る。こ こで 本 質i口な ことは 、厄、たっ のタイフソの高 家 、{2/7titノ

集 会 から4f't/Aibbt老e詰 師 への三勢家 とその遠 写隊 を意 味 す る記臆

[罰の1連繋(o.55'oこ/a∵z》6ソ 己)は'全 く同等ワ)上ヒ重工礼 ってい る ことで

あ る∴ もちろん人 聞 の記憶 に お いてぱ 、資 水金 のよ ワな連 涜 遥(正 確

に 乞え1ボ童 涜 量 ひはな いが♪1よ垂髪 に言己椿 さ,1しないた.φ 、ぶ4置 ρ∫-

hαt巳 の1画 適 度 に網 豹 ごイし、大 守一、中堅 、iL■1"とい った シンポ'ル

に這ノヒして い うがL基 本 的1こ は ・酋 述 した デ'一一9へ こ一ス の=しっ6、たつ

の写'縁機 能 は 、人 聞 の記 惰造 進 を油 劇Lし て 短 見した もの と言 えよう。

(8勾



霧43図 人 聞 の記 臆構造 の{デ ル

4,3× 規摸 デ㌧ ダベ ース にお ける リング

ー 一 意 味 ネ ッ ト ワ ー7の1蛤 ・要 性 一 輪一一

しがし、言 うまで もな く人 間 の記麿にお い ては 、全 ての記 憶 は外廷

匂ヨな ひろが'をこしってい る.企 こ業に 関 するイ可 らか の記∫億 は その企 業 の生

産 す る南 島 に 関す る訪 露 とつなゲ リ、商 品に関 す る知 慮 は劉 こ沢 の連

想 へと類 す る。こ の意は 、斑 在 のデ㌧ タベ ース技術 に お いて充分な

対 応 がな'さ」.jtていな い介i脅・でミ乙あ る。

魅 したデ ー タベ ース の構 造菊'ら言 っ て、衝 セのデ ークベ ーフ は、

そ のa.-tLbiノ フ吐e主 閣 の構 造 によ って完 全 に区別 ㍉ しる.企 業 と

い うeη 右 亡ソ集会 に対応 する4㍑ ノ万βUle空 間 と 、商品 亡し・)

已フ/titγ 集 合 に対 応す るtitt'1/・1カU1・e空 聞 とで・ぱ そのオ絃 ボ主

く真 なク、吻 蜜的に礼 こぶ らは全 く目}{のファイ!レとして 癬'戎 さ}して い

る.人 間 の記憶 ボ,境 界 のない、広 が㍉)を 毛った顯式懸 ±で あ るのに

(8句



対 して 、デ'一 夕ベ ースづ、斑 状 にお し・'て}ま一定 の 晩托}〔ibμte空 間

の精 遊 離 と して 境 界 ブ肪llひ るの ～よ 対 鮒 で あ る。従 って、

よ り人聞 の記憶楕豊 に ＼風・・≠一タベ ーフ を実 亮す るだ め1こは 、デJy

ベ ー ス綱 の リンケージ 褒国 安 部 秘 めて重 要 で あ る.

二 うした 薫題1よ 、特 に縁 家 のヂ㌧ 夕べ ース ガ ら構 成 さ れる×規 摸 デ

ー バ ヲ い/の ら ごレ2川L・
.ダジ巳P比 垣SaS:'e)の 連

刷 こ吉 って 重責な意 義 を 克 ってくる 。

そ 見そ も.成 る分野 にお ける 巧拷 な情報 を どの ようなeγ しtは ヅ集

合 劉 §定 して デL9べ ＼一 入・[LTSるガ と＼・う国 領 は成 る栢庭造 意 匠 左]寺

っ 礼ので あ る.例 三ば＼.自 社 ノ寸ソ こ集合・として企「業1-iら考 える場 ・合・で寸

製造 業 企業 と金融 猷、関 では考慮 すべ・さ 死遅 ノへfbcし上巳 には 相 違が ある

の'ひあ乙)ゐ＼ら.こ,sei7)1よ 別 のY/フoのe/↓ ナ～τ♪/と して扱 い ・aτZパ ー

♪μ在 室 間 も赤部 のタィフ。の・もの を採用 する ことが 可能 であ る 。し

芳 し 、企業 に関す るデ ータ ベ'一ス を この よ うに複 数 のデ㌧ フベ ース で

実現 した場 合 には 、再度=れ らを 単一 のデ＼一 ダベ ース として扱 お うと

した二時 に困綾 がノ生 じて くる 。

複 数 の フ ァイルから構 成 さ礼 る×ン規摸 ラニ㌧ 夕べ ース にお いて 、局.町

的 、こ1よ一途 の靖遁 を もっattl(1レ μ せ2空 間 が多数 存在 一する として

も 、デ ータベ ース 全体 と(て は 、ユ ーサ㌧ に対 して個 々の2tth・'1-

bc〈f2空 間 の構 造 の身障 猿 、i読させ る よ うで・あ つて は な らな い の℃.

あ る。

このよ ラ慮 味 ガら 、米 ヌタンフd－ ド〉研 究ウπにお いて 弓イe八c仁

川Xら の 手 によ って開 発 さ1しf=ムAPDど 只,シ ス テム は非 常 に興

味深 い 。この シス、テム は 、米海 軍 の要請{こ もとつ いて 、氷,瀦 の齢

す る族7な デ ータ ベ づ に対 して 、●怒 言語 によ る 会話 を通 じ 醗 一

(84)



約 に ア7セ ヌす るた め の システム として 閣 薬 された もθ)で・あ るが 、そ

の底 本内孫 相 互 、他 の分野 に㌔容 易に 糠eき る斗 ので・ある 。

その基 水溺虜邊 は繁「4,4一図 にラ去てシすLる。

まずi落 一に 、LAPDEi9に 〉、カ ミ出 た自然文 に よる頁 問法解 析(

P、4RS'E)き れ 、質 問 の内容 を童籏 に表 メ・す金 紋 ボ 古波 さンμる 。

〉＼カさ〕した自盛・文 に,齢 や まちが いが あ フた場 合で もそ汎 は嚇 さ木

る ・第∠P・4EaでYま・L・4Pl)9尺 は い///a・t65ノ εフぱ{ノ/ぴ 丁

κe/2〃ed・yとLラ 鍋 文 頭 け取 り一 四 日ぴ パ 乏 磁 心 ・

avと つ であ り、ヌ、4四 川 記/ボ 胡Mと い う 砿 在 ん 五

の イ直と して塾 鉄 され て い る ことを知 り、 次 の よラな検 索命 令 を生成 す

る。

<<iY,AM石0〔 アOt《N　キF 、KEノ 〉、>EDD(7己E〈 ノa7'H>D

実在 す ろ フ ァ カ レの構 造 甲とは関係 な く生成一さ出る 二の …冷や は 、次 に、

実在す るフ ァ.ずル のデ.1レ7ト リー と対 比 され 、個 々のフ ァ イル の

ん ぬ ∠ 〃・在 室 周 の楕 当 こ即 した そ のフ アれ の検 索 語 によ

ブて書ゐ＼れた択 索命令 に変換 される。参 照 すべ き ファ イルボ6・ヂ っ以

上 にまたが る傷 心 に1ま そ批 ・.!のフ ア川 レ＼⑦漣、立 の 命〔ボ生成 さ

由 る.

最 辰 のステ ・プ ば 、こ のよ うに して'生滅 ざ 口 実 簾 の検 索 齢 乙 、

ネ × トワーク を通 じて発1害するスラ「㌧プ で あ り、意 味、的 なイ巨照 ぱ含 ま

ず 、尊 ら適 言引 倒 乞行 ラ。

傷ξ)
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然文 を解 釈 し、実 在 す る

F/LEの 構 造 には依 存 し

な い、形 式 的 な検 索 分 合
に翻]訳 する。

(!Arr尺1BぼTEレAムLtEr)

(棚 τ潔 ノ斑 τ)

FILEに 閲 するデ㌦L-・クト

リー左参照 し、実 在す る
Flム9一の嚇 や使用 言老苦
に即 した検 ※ 命 令 に曝

する.

ARP!4/VEτ を通 じ て

実在 す るF/LEと のコネク

〉ヨン左管 理 する。

c∠,4'∫sNA〃E

Tγ ρど

NAτ ∫0〈!

FL7E乙

∠E/v合 τ 〃

βE、4M

S2E・i㌃D
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/へe乙〃レe}ヘ ソ
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この システ ム の本質 衡 鰭 徴 の第 一は自然 言語 調 いf=・1ン タ ーフ

エ ース を実斑 して い ろとい う点で あ るが 、 ここで は 、主 として 第2ス

テ ・・フ。の 工Pハ が担 当 じ てい る杖 能 の特徴 こ注 目 した い じ

即 ち 第2鋤 微 は 、ユ ーーサ㌧ 底 実在 す る個 初 フyVifLQ7)CZrt-一 ー

ノじ ん 乙在 空 間 の構 造 左意 識 しなし＼で よい 、という尊℃ あ る。 二七 ザ

ー の奏 した 貰 聞 ぼ エPハ の・しつ ・2。ti・己 ∠な 間の意味 ボ叶 ワー・

/に よ って、遠 切 な'実在 ファ6ル への鹸 秦命令 に麦1漢ご力 る のでのるc一

工PAの 中で は.、お そら く第45図 のような 品τ友んん ・一五 の閤 のネ

ットワ ークが'形,味ごれ ているので あ る 。"'

複 数 の フ フル ガ ら構 成 さ・1ほ大規]※ デ ー フベ 一一ス 四 輪 この問

題 に避 けて逼 れない剖 霞であ り、 一今後研 究が必屡 とさ祉 る分 野 の ぴと

へ

つ で'あ ろ フ 。
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L_

4.4構 ミ庭化の国§迄な短き哉 同情 護 の月曜

人閏 の蒋 つ知識 や 鰍 のうちの成 る部 分 は 、盲断 で述 べた よラ なデ

_ダ ベ㌧ ス枝術`こ よ って構 造 化 さプ[る。脚 こ、人間 にとって の外的 世

界.に存 在 す る様 々 な物 的 嬢 在 に関す る知 識 の多 くは 、適 当 江 碗 が

nibLtt4とentlitソ を設 定す る ことによ フて構造止 が 再案 で ある 。

とこ ろが 、非 物 的 罐 念に.関す る知 識 の場 台 には 、こオしを どのよう

に整 窪 して い くかべ極 めて困 難 であ る 。こ のような タイプ のタ晴叢の フ

ち 、既 に現 実的な課 題 とな っている のば法 律 や事 件など に 閲 する知 識

を どのように構 造 イけ る ∧ とい う問 題 で'ある ・

こ のよ うな9イ フ。の知 識 の×部分 は言語 に よ つて麦 藁 され る㍉ので

猛 た 珠 こ 爾 野(・ 砺 碗 ぱ 言 語 学 ない し!自 指 詰 の繊 処

理 挺術 の分野 で遂 め 以 てい るが＼ そ ∂U妹 だ藁 屋 の途 につ いた ぱ ＼

りの・民況 で あ る と言 わざ るε得 な い 。 ここで 、そ の主公 を■ 介す ろ 二

とは到 底 不可 能 で あ るが 一 ・くつ カ・② アブ・9一 チ 熱 齢 す 」ば 次 ⑦よ

うにな ろう ・

そのひ己つ ば 、燦 ヤな夕 涼理 論 ガら のアブ。ロ ーチ である 。例 えば＼

F∫ 〃卿 陀 は格 文法 の 羅}を 脅2し 減 る文/こよ ・て痴 顧 れて い

る深雇 の意 味嚇 を、、⑳ 作iε、 度塩煮 、対 象 の3つ の禎 、点肪 整 哀 し

よ うと考 えk又 、.c/love・ISA〈t>tの言 う深 着 意 構 造(P…epst-

Dq .cia.x?)主 文 としづ 表 層 磁 繍 造 の肯 後 にあ るこ助 をtath

しようとす 後・試 み であ る。

又 、 こうした文 耀 論 をひとっ の言 語 理解 シ ステム と して 結 実させ

た 倒 と ・てIEt..ス ダ ン7-A－ ド持 の ∫』 しK等 は るM⇔ 已 シ

スデム が代表川 で吻 る 。 吻6訂 正 シ スデ ム の 文法 叢 論上の妾 狂1ま概

(89♪



念依 存文 法 と言 わ」ほ もの で あゾ 概 念 の型 を 物 〃r働 瀦 間 場

lifr・物 の鳥 臨 動 作 臓 性 の6つ(Z分waし 表層赫 ゆ4諺 にあ 諭 識

左枢乞うこ と1こ腕 ナ了し・て い る。

我 が国 にお いて卍 繍 庁は、記 事、電 文 好心 キー ワ_ド を抽 出

する自動 インデ＼・/クス ・シ ステム の聞丞 に あた って、 キー ワー ドんテ

劃 一 として ◎ 主体 ・ご 客 体 ぼ 時 、笹湯 所.・3溶 融 ④主題a4つ

Σ問いて 裏桟二道解ネ斤を矛了ラ ことに成 功 してい る。

一方
、意 味 構造 を× 単価で・とらえる ので'`まな く、、ひ とつ のエ ピソー

ド・テ ギ ス ト'言炎話 という一連 の文 の表 合 を単位 として」巴 えようとい

う試 み斗・な さ れ お り.テ キ ス ト文法 字 ボそ の代 表 で ある。

しガ しなが ら、 こうした い くつ カ＼の試 み は朱だ試 行錯 誤 ⑦段階 で劣

り、短期 間 の間'に ゆるぎ のない 基 本理 論 のよ う7,£ものが環 わ γしるどは

.思わ れな い・れ う、 咲 践 創 こ、比 較⑰ 曳 ・珊 の肩 報 、知識 三白任

しば って知識艦 理 の醐 のフレ 些 作るという努力が嵯 とさ

れて い るので はな いたごろ うゲ。

こ の 点 で は、、医 療 ・,1侍 に枝 繁 に β『す る知 識 に1焦点 在 しぼ'ったSfia}"t-

/fffe切MC∫ 〃 シ スラ ム 戚 ・カヤ・高 梅 鍍 の南*碗 理1二

関 す る知 識 に 縦 しぼ って 田1(C・ 坪 勘 ・・Air'(edＬnst-

1(L.4CtiOn)Sス テ ム ーー一3乙HOム//尺 を閉 兆 したCtifrb∂)り ε//b

の 業 績1よ教訓 的 で あ る.

従 って 齢 デ ータベ ース に紗 ナる,・'・…ct、?at/'Nf"evcz..1等 峡 現

・も 、こ ラ した 方 恒 ぐ開 示 石 庭 め てい く峡 が あ ろ う
。

(%)



4,5富 田意の階層構 造 左考慮 しプニ1テ㌧ 夕N－ ス

指 教及び知識 を記 憶 してお 〈へこきデニタベ＼ スにおいては 、情 報及

び知 諦(それ 自体 のもつ 『鵠 構造 の1ピに、思考ーの鳥 気とな って いる部分

とその外延 とな っている部分 とを『区別 す る階層難 が壕 〉＼さ4τな くて

は 肪 ブよい.思 考 は常 に硫 ・、蓄積 さ控 記憶 領域 の燦々 な部 分に焦

点、を移動 して ゆ くので あるがら 、この薩蹴i縫1よ ・また動 的 に変 化す

る もの で'な〈て はな らない 。

イ引えば'、人 間 の思考過 程 をサヨて一トす「る.何 らカ＼の× 葺記憶 玄斗っ

Q阜 恥 ステム を考 えてみよ う。は じめ ～よ、Q9/シ ス テ ム に とって

人 間 の思考 が ど こに 焦点、乙当 てていろのか不a月で あるvし カ し2.3

の質 問 一 応 答 が繰 り返 される内 に 、Q2A>ス ・テム は 、自 らの もつ

言Zl慮の何 処 に今無 点 が当 て られて い るのか を理解 す るこ とが'て"きるよ

づにな る 。そ こでQ及Aシ ステム は 、そ の蕉頁・とな った記憶漫 或のii-{[1[

イ莞 の曇日慮 を とり出 し、特 垣 の浩 姓白勺な物 理 的記1意場所]1こ矛参す ことが}心

妻 となる 。(注/♪

こ うした 二 とは 、ユ'輸的 に言 えは∴ 現 在 のξ陀特電子計算機一にお ける

外部 言己億装 置 と.主 記 憶耀 との聞 で行 わ λて いる操 作 と同 一一である。

即 ち 汐 ト縮 臆 装劃 て蓄漬 さ叔{・ る多数 の フ7イ ルの内 フ順 方

一ム ⊇年によ って指 示 さψ た特 定 σ)ファ イル(な い しは その 一部)が 次 々

と主記}趨 ま置 に ロ ー ドされ 、活}生化 さ在 る とい う漫遊 は、、思 考の紡 直

と そ}しに応 じた特 定記 憶 の取 り出 しという過 程 とほ ぼ淘i－ の遠i、義 を宿

して い る と言 えよ う。 桔 に仮想 配 慮 の逼 入 は ・外 言5内 部 という物 理

的 配慮場 所 の相違 を越 えた 「活 性記 億 二短期記 憶 」と 「不活1嶋 臆=

長 期記 臆、9との 区矧巨 実 現.Lた とい う点て・、こ批 左≡更」こ一歩進 め たこじ

(9/)



第4.6図

言培箒装 にお1ナる

記 憶の階撒

活}陛

短 期

長 期

不活性

人 間の.堅巻過 程 にお＼

ける配慮の階層構造

フ 醜 潔 いラ こ 鋼 由略 記ノ膚さ稔 る障 励

物理釣革り位 の単・位 つi諭i理構造 の単位 十〇と

の と言 えよ う。又 、更 に比 蘭 を進 め 」レボ、主記 織 豊 と レジ スダー頚

との閻 にも これと同様 の関係 があ る 。フcロ グラム カ ウン9-'や アiユ

ム ‥ ヲ一字 の レジ スター 頗 好 計 算嬢 の内部 にお け る嘉 こ6治性 な ・

鼓 こ↓短期 ・的な言己臆場 所 ぐあ り,二 こに は 、フ。ログ ラム の 「思 考連 記

の最編1《の情 報 が流 れて い ろ のであ る。

しか し、β孔衰㍉ま・思考 週レ程 の焦 点 とな る記憶 をど の よ、うな緯べ造 で〕寂

り出 すカ＼ という点 にあ る。よ二述.の比 倫 の場 合 例 えばヲト部言ど臆 葦葺

ガ ら 内部記 慈葭 葺 へ と玖 ジ本 当 しる偉 敦の単 位 は・物 理 フ 両1レ の単

●



で あ り、 ヌ、、内部 記 燃 璽 ガ ら ム ジスタ ー へ と取 ク吐(さ れ る信 穀 は 、

楕 報 と して の着 造 参6た な し・姦 ・]・単 位(鱈 録=語 であ る.と 二 ろ ・∫献

簡 の思方 違巌 にお い てi、SI、記 憶 ご は い る隔 黎 ぽ 藷 家 倉体 の もつ多:漫

才昔造1こ よ っ てt刀ij}ILさ れ て ぐる の て"ある 、ヌー.ll苦報.負・i;J4"S.〈71)・もつ 論 理糟

造 に は 、方策乞な 醐 が あ るが ら、 ど のよ うな 論1理 チ ェー ン をた と'』って・情

報 が取 、ソ出.さ 札 るガ ぱ.思 考 の 内 容κ・依 存す る で・あ ろ う.

(注/)こ う した 配 慮 にお ける産漏 構 の重要性 ξ示 す 礼 の として・電

総研 の 田 中穏漬 瓜 ば 、匂4こ 吾にフぢけ る 「」ま」と 「が 」 の使用 法 の

違 川 二関連Lて.次 σ・ような 主 旨② ことを述 べ てし・る 。

残 る主謝 ぽ ～翻 という助詞 をメ半な ラのは、 その主語 の蜘 ・す

対 象物 が・ 既 に話 題 の烹 ξことな って いるナ見合であ ク、 だが 〔ヨ と.い

ラ助詞 乏伴 なう のば 、そ]]⊃∨コめ て主題 にi紗 男すZ場 合で'あ るこ

とが 多 い ・例 えば 、文 賑 にお いて 初 めて成 る相 月が 塾瘍 する場 合

に は[憎 々填 る とこ ろにおばあ ごん が.一 一』 と切 りま し、

の文 豚 にお い ては 、 『お ばあ さノ(/は毎i百川へ)混〉蓼 に 一一 －EJと い

う療 に使 い 分・け られ ろので'あるω 」

〈93)
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葬5章 楕報の分家 とリンケージ

ノ彪教の落 痢(ぱ 、楮 萩 が整 理 ・蓄頂 乞孜 、い つで砂 利 用で さる,

つま リデ㌧ タ ・べ㌧ スルさ・Kてez?孝 ぴ'重語 どあζ〉。さ らに.、デン

タ ・ベ ース、1つメ必要 に炎・し個 々0目 約を癖 つ老のが形成 芝れ てし㌻くが

その組● せ利 田(デ ータ リンケー ジつ に よ、り活 用髭匿{ぱ核 大 づる 。

二の乏め レニ鳳 齢 出(ノピ要 と凌=)・房教〃》腺}づ 老ろ ろ・◇ ご'あゐが

テ㌧ タ'べ ㌧ 入 間工釆多合 すろためz>放 術 が君 素lqdぽ 妥 不可欠ご＼あ

ゐ。本 望 ごぱ この※る放術 的覆砲 乞オ蟄ひ乙ろ権〉.

ゴ./デ ー タ ・ベ ースの 蒙換

デ ータ ・ベ ース の 論 理 権n生 ぱ任 裁着 に よ リ族 ∠《ご'あ る㌧ こ れ.

は そ ρ 目的 ぴ頃 友 ゐ豹(よ ゐ.こ の 頃 万 る ブ 一夕 ・べ'一 ス 左

リン ケー ジ'つ る にぱ 何 ら かの 変換 ぴノ逆毛 と、な ゐ.

デ'一 夕 ・ベ ース が コ ン ピ ユー.タ 上 に形 成 乞れ る蜴合 、そ の コ

ン トロ ールP古 す ζ)た此)の ソフ ト ウ ニZア 芝デ'一 タ ・ベ ー ス'マ ネ

ージ'メ ン ト シ スプ ム、と旅 す そ).こ の デ'ニ タ ・べ'一ス'マ ネ ー ジ'

メ ン トシ ス テ∠＼に解}用 の むの ば 老 ち うん 、汎 用 ヒじ わ れ る シ の

で 彦 、デ ー タdク編 〉継 、論 理・嵩邊 デ ータ掬 そ辱 ヒあ・ひ て∠≧

ん ど互 換 性 ど為 レ て いノ気 ♪,と考 える 。衆 って コ ンピ ュ ータ)二に二

形 裁 と れ た デご タ 、ベ ー ス の リンケ ー ジ の た、め}(ぱ こOPデ ー

タ.べ ・一 ス ・マネ ー ジメ ン トシス ラム 五 貢識 し乏変換 が花 亘 と

な る .

(92)



〈/)記 ノ壕属遂 に基 づ'<変 換

デ'一 夕 ・ ベ ース、Aの λ青i扱 工 レ コーF'1L靴 ごi菱2ナ琢 り 、デ し

タ ・ベー ス8の}猿 後 均(須 換 し 、書 乏)主力晒 法 ごあ る.一

般 のデ三 夕 ・コ ンバ ーーート2SJZ)心ldプ ア/)ノレ'コ ン バ ー ト}(K}

この 力 法 ぴ逼 絹 芝 λゐ.コ ンバ ー タと レ て}己 あ ゐ握 力《汎 用

の 毛の 宅あ り,こ の 場 合.入 か 出力 デ ご タ ベ㌧ スの記 像 楢

こ望 瀕 すろ老 諺 が'用心 ら孜 そ)、

穿5・/図 デ し 夕 べ㌧ ス 、のi変換 ℃そ の ノ)

ば議鉋談幻

書 込 ヲ

デ一 夕ベース80
記 浸繊 に斑 ク

この 力法4)易 ・宕 、・記 翅・檎 逆 か〕埠Z乾る古 ∠つヒ.丁艮らh(ゐ.

(2)デ1-一'タ ・ベ ース ・マネ ー ジ メ ン トシ入 アム に]塾つ く契 主夫

デLタ 志 デ ータ'ベ ー ス ・マネ ー ジ メ ン ト シス テム の'聯

に よ リ%み 書 乏 する 彦ノ)ご あ る 。デ'一 夕 、ベ ース 、マ ス ー ジ

メ ント ラス、プム に よ リ 、デ 三 夕の 言乙塵・離 ど薪 麟 身づ斑

可 能 で あ リ.論 題 楢遊1ジ 後難.右 も のびrラ不能 ピな4),し か し

前 述 の 旅 に ※み ろ デ ータ ・べ㌧ ス ・マ ネ!ジ'メ ン ト シス テム

(タ幻



1蓄kピ ㊨ ん・∠'互才鼻腔 ぴな 人♪乏め 、r$1-一孝斎=の 鋤 頃な

り 、 シス テム 毎 の 麹 象フロ ブ'ラム が!(芝髪 と 痴 る・.

髪s'2図 デ づ7ベ ース の変換(そ の之)

変換 スログラム

デ ー タ ベ'一 ス マ え 一

ジ'メ ン ト ラ 又 ラ=∠＼B

1;z・ 麟)tZ8

(3う)尺 用 デ ータ.陸遊 に基づく 表換

汎 用釣る デ ータ へ㌧ ス論 窟髄 栗姦 考語 ξ三田 心之 、入力 デ

一夕 ベ・一ス屋 ぴ 出カ デ㌧ 夕 ・へ・一スの 論 姥 髄 左足善 し 、

こ れ}乙墓 ブ乏 〉▽ウデニク'べ'一 スの諭 解離 左中 閣 的庖叉。用

デ≡夕,髄 に表換 レ さうに 出 カデ 一夕 ・べ'一スの 論 須號遊

に支族 すろ,)疋 田デ'一夕構造 ＼ レて は リレーラヨ プ)レ ・モ デ

ルが 適 当("あ る乙 高 場 て◎ ♪ろ.

ノ

(タの

L



第 夕 ・3図 デ ≡ タベ ーヌ,の嶽(そ の他)

膓1((用デL－夕楢 違 ヒ.

夏 づ く 須.換

ン"『ア
〆〆〆

〆/
/〆ノ

刀《用テニタ橘 造
へ の変換

(

アLタ ペ ースA

翰 痩橋逆A

デ ニタ ベLス マネ ージノント

シ ス テ∠＼ ノA

/＼

記 酋 造{

カ((璃デンタ,薪 隻

か らの 亥 換

S2リ レ ー シ 三 方 レ'そ.デ ンレに よそ〉デ 一挙タ ペLス 、蓼i換

りレー ラ 」ナル 足 デ ノの3左.戸.CodOLの 提 唱 鴎 つ く

綾 ・枠i数1学瞬 念 ぞ あ ろ"リ レ ー シ ョ ン"Ziiliil.VN、 デ'一 夕 べ ース ε

.本貫 的 に体 系 ノピし よ ク と づろ 毛 デ ノレご あ る.こ こ で'は その 詳 し

い盆 明 は老 賜 すろ が 、デ'一 夕 、 ベ ー ス佑 荻 時6Z)論 働 幾 と は荻

立 に 苅 田 時 の 編 垣髄 が裂 足 才 能で'あ ク 前 述 の 中 国 的汎 用 デ

ータ揖遂 の設 惣 從 須壊 ぴ可 能 と7Sろ が 、反 面 そ0葵 月 豹 ラ ス

テム は ≠乞'〈レろ く 今後 の シ 入 プム、と這 え る.

表換 の 入 力 と在 るデ ー タ ・べ ・一ス を ソ ーース'デ ー タ'ベ ース.

出力 芝 ター ゲ ッ ト ・デ㌧ 夕'ベ ー ス と呼 ・3＼ その 菱 換 ぱ次Z)娯

寿 ご行 な われ る〉。

(/00)



② ソ ー ス ・'デー タ ・ ベ ー ヌ、左 ㌧ レ ー シ ヨ ン 化.し ソー ス ・ リ

レ ー シ ョ ン フ ァ ィ ル ノ勧 仁 威 づ ろ.

こ の た 妙}三 江 ソ ー ス の デ ー タ'べ'一 ス'マ ネ ー ジ メ ン ト ・

シ ス デ ム の 下 に ソ ー スー デ ー タ ・ベ ー ス、せ 読 ら 込 み 、 ソ ー ス、'

リ レ ー シ ョ ン ・ フ ァ イル ・左 佐 成 す ろ フrコ プ ラ ム が 泌 勇 と 在 る.

④ ソ ース ・リ レー シ ヨ ン フ ア ク ノレ左 タ ー ゲ ッ ト ・ リレー ジ ョ

ン プ アイノレ}(嫌 す る.

こ の 之め に は,ソ ース/タ ー ゲ ッ ト ・ リレー シ ョン フ ァ イ

ノレの デし タ模 造(リ レ ーシ ョン)言 鑓 と,ソ ー ス/タ ー ゲ ッ

F・ リレー シ ョ ン圏の 変換 蛭 則)Gづ 三 、変 換 す る)フ・ロ グ ラ

ム が夜 襲 とな る.こ の 変 換 プ ロ グ ラム は 以 上4)デ ≡ タ猶)老 記

述,及 び 変i輿,規則 に基 づ主 コ ンノマイラ に よ.り生 試 され フζ)穿と

友 ろ ラ.

③ タ ー ゲ ソ ト'リ レーシ ョ ン フ ァイノレき ター デ ット'デ ー タ

ベ ラ くに豹 灸 つ る.

こZ)乙 め に ぱ 夕 ー デ ッ 、＼vC)デーータ ・ベ ースビ マ ネ ージ メ

ン ト ・ラ ス プ ム の 下ヒ三夕 ーゲ ッ1＼'リ レ ー=/Sン ・フ ア づル!

]諺をみ込 ろL,タ ー グ ッ ト ・iデ'一夕ータ ベ 一 入 左作三威 する プ ロ グ ラ

ム ぴソ泣老 と,寡ろ.

こ こでeフ 、 リレー シ11ン ・ファ イノレと1ゴ寸 間 形 態 と して

のあ る援 葬 花 さ.れ 之膨 大 の デ ご 夕'ベ ース ・ファ イル ご あ 乙).

ソー ス、/タ ー ゲ ッ ト彦{の薮 規 則 は クー ゲ ッ トの デ ≡夕 の

凝弼 、像6'リ レ ー ショ ン 芝 ソー スZ)デ し 夕 の 髭 匿1.及 η1'リレ

( 〃々,



一 ショ ンによ リ麺 す=)孝 に
.よ リユ ・ζ られ る.

i変徽 則 に!フーゲ ッ トの リレーション垣 に次4)2っ(の 離 分

左記述 する.

の 夕 ーグ ッ トの ノっ 刎 レ ー ショ ン のる 々 の デ」 タ の 組

み合 ・と仁(タ7・ ノレと三多).)左 括 る)のkニノ逆老 と/3る 〉ツ ー スの リ

レー=/-rン ク)タ フノレの満 た す べき条 件

② 上 述〃指 莱、によ り得 ら れ乏 ソース の リレー ラヨ ンの老デタ

アノレか ら 、ター ゲ ットの タプル・工修 成 する た め劔 醐 則

以上コク探」二 、リレー〉ヨナル'毛 デンレの持 つデ ーフ髄 記述

デー タ ・へ㌧ ス縁 海 ヒお げゐ鋳 衰1こ より,一 般 的デ 」夕 ・ベ ー

ス亥換 猷 ヲ「能 と、なる.

(/oＬz、)



第 ≦、〈ン 図 りレ ー ン ヨ ナノレそ デ ル に よう デ ニ タベ ー ヌ、亥 換
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53デLタ ・リンケ ージの方 法

デ ータ ー)ン ケ ー ジ の)ヨ 的 ぱ 丈 閉 し之 次 の2っ とな ろ

ク 。

○ 同 一サンフル・に関 す ζ〉デし 夕で'あ るが 断 面が 募る る,(形

成 者及a目 的 が象る る)た め別種 のデ・一夕 乞 、 リンケ_ジ す

る豹 こよ り目一左 ち4)〉 して願 い之O.

② 同 一移 換のデ≡タ ごあ ゐぴ基準(分 類誓)ぴ 異る るた⑳比

較 か困難存 椥 左 リンケージすろ孝に より比欧可能 とした

し ＼。

この振 る 目 的の た め 、デ ー タ ・リン ケー ジ を行 クた め ヒぱ 、

揉 々'友 リ ンク ・テ ーブソレが 」吐要 と 乞 水口)。 デ'一夕.リ ンケー

ジ∠ク髄 委 事項 ぱ こ の リ ンク ・テ ープンレ借 りにあ る と考 え る .

.本章 でi〈;sこ の リ ンク ・テ ー ブンレヒ っ 心 て縮 れ て み る .

〈/)同 一 サン フソレbク煮 」禾、猷'異 、在る)場合

クリえ1ゴ1∠ 企業 活 動 左と らえ 乏爵 .一 方1二 繰 の財 務 デL.タ

か'あ り、他 力}三 篠 の・所 泥 障1発 デ ニ タ が'thり 、碩 老 の 爬 性

91raべ 互 い 乙vxク 嚇 之'あ る 、

こ〃り場 合 、 サ ン■)レ に)づ1何 らか ρ 藤 分 コ ーF-D〈 村 られ(じ

ろC例 え ば 上 記 の例 ごぱ嫁 コ ー トつ.こ の コ ー}ぐ'が 周 一 で

あ れ ば二 家 づ ゐ デし タ 群 ぎ/つ の デし タ と レて)重 宿 すれ ば よ

く リンク'15'一 ブ ンレ1つ下髪 之'あ る).

しか レ.コ ー ドが 異 な る 時 ぱ 、嚇 磁 恋 ヲ ーブ ノレに よ り

直 結 プ ろ枯要 θ1'あk.従 っ(.乏 の廻 産1傷 ごc2図 の榛 ヒ看

ろ.リ ン ケー ジ に1対充 ・ア ーブンレiえ イ歓1ゴ 彦 易 ご・あ り 、対 応

(ノ0の



第 ξ「.5図 デ ニ タ.ソ ン ケ ー ジ(そ の/)

-～

テ'Lタ リ こンクニ_三 ジ1'

し)ンケー シ'の 誘古 身ミ

β"

A'

デ2L夕Aノ

為 ノ'

デLタ4"

'{

端/調 査2
の∫ρ司～ の1ρ都

A/A"

β/β"

「

×/,×"

(/ae)



テー プ)Vも 一般」づ 鰭)易 に佐 波 で'きる.し か レ.)司 一 サン フ・

ル てあ る 〉〃確 認 加 佐要 ごあ る事 があ り、 での場合}磁 場 と

1つちえ な じ.

こ らヒ'社 会 一般 によく使 用≧れ る ブンプノレにつ い ては原

茸 コ ー ドぴ・い く方 縦 之荻 リ〉ケ_ジ'ぴ 疹 易 に才行 え磁

ヒ劇 つれ(い 坑 こa例 とレて4 、次 ヒ禾 づ 湯 が 」/5コ

ー ド'乙して薇 之皮(じ=) .

② 都 翻 兵 ゴ ード

② 市 町村 コ ードヒ

③ 日露の表示

'④ 日考刻
の表示

◎ ノ性別 の コ ー トー

④ 蘇,分 頒よコ 叶 ・ご

⑦ 競 業コ ー ド

◎ 高 話櫨 コ ード・

② 多頭 コー ド'

@彦 星 乏 分コ ー ド

② 大 彦蕩4多専 門 胃液 コ ード

@備 表麦操 用単位

◎ 勘 彫 目コ ー ド

@地 乏メ ソシュ コ_ド

◎ 地 目=コー ド

〈,XoK)



(2)同 一 サ)フ'ノレのデニ タkSafaXrShK/gb揚 宕

例 え ば 大 濠 に関 する罐 と・13小企 業 に関 する▲Zう

り、周 ン麹 に つ心 乙比較 したL>の 乏が ・ 前者)ま顔 頁が詳細

ごあ ゐが'、後 者 ぱ大 まか ご 、項 】ヨが必 ず しも 一致 し存 じ とし＼

ク場合 ビ'ある 、

この場 曾∠ク鱗 テープ)レぱ ω で)庄べ×た援と単 純 看 主Z>で

は存 く 咳]雪国 〃亥壕 渓協ミをを速 した 老の と右 ゐ..挺 って 、

.方御 性芝 ち ク 、つ 与り 、上 記 の例 ごぱ 牛ノ1嘘蒙の綴 目1(榔

する 彦の は大 候 にぱあ ゐ が 之の反対 ぱ亙 ず'し も刀 じ・とし＼

う多 能 あz).

二の亥 輿図探}才次.4)も の猷・あ ゐ.

〇 一対 一繊 ・a)亡z)(是 家扶 同一の ・ちの)

④ 貫 目左〃砿 素除 した 拓 果 に より撤 ぴ 可能 ちもの 項

目の演算彪 ※ と/カ4)項 目が対 応 つ る もの)

③ 項 目の又 勤 勉i≧ ヒ)づ一致 也 ず 推 定 に よリヌ銃 が可 能

とな ろ わ ク.

(/07)
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(3)分 離 系が 異なる場 合

同 じ種 按の データ負 目 なの だが'.そ の分類体系 が頃 な る場

合 ご㌧ 例 えば 地域4>取 散 じが 異 なる場合 尺 品 目分類 の褒 更

が生 しフを時 左ど があ る.

二の場合 ぱ分類 閣の 猷 チーフツレが継走 で あ り、対 応 の種

類 には次 の吉∠クがある.

⑦/対/封 戸 のea(・?Llaじ であるから周題 ∫dなじ'・

②/対 〃対応 〃古の/つ の分膓ぴ複数嫌 に批 、し乏

いゐ主ので.そo方 領 により巖易踊 帆 る.っ まツ、覆 教

の分惣 から/つ の 分類 に封泥治 せるヒぱ 含ま氷る むのを

物 す鵠'よ じ.レ か レ乏 の 姻 では/つ の磁 後 薮

に分割 する〃必老 があ リ、之〆)配分 ぴ囲甦石場会がク じ＼

③/v対 層賄 〃つta)髪 綱 後歌 の受抗 て'◎ の後 者o

複 雑 に痴った 切 べあ り、対 充・は 困難 る場 合 が珍 び.っ ヨ

リ ノカ の/・分頚 の値 の御 分の/か が もク/万 の/分 類 ρ

何 分o/か1(ヌ 校 すゐこ 乙}こなる,

異 動 弦 例 の 一引 合 妥協 緒 ♂ 痴目分類 ご亥更 がめ ね と,

乞●前後 の時焔 紘 さす る〉際 に上述 の処 理 叔旭 要 とな る 、つ

9tv茨 蔓 荊 の分fadO/つ 乞c⊂ し.類 後Zc/と 拍 と 、

次 の場 合θc生ずb.

②c-→c/

この場合 は 、逆 に失味 ぴ須 わ っ乏のヲ であ ゐ か ら,遊 縁

1ま老身てこあ る.

(/og〕



②2:=ラc/

/C3/

こ の瘍z≧ 茨 更前 の 時忠 の(ジ/分類 の値 ぎ求 ∂うる の)d.〈 二/

c2c3× 之〃口えijてば'よ し＼ので'庭続 ぱ着 易 易ごあ 乙).

③ C－ →C'

㊦ 巴

この 場 合 帆' 、 ㌧

※ べ'のCに 占 ● るC/

うかv、

とい ク・保 障 ま広 く 、

ノ
Cl=C×r)n十 ヒz+r3=/

ノ
Cz=C、x㌧

cξ=△xr3

'㌧ に フ心 て技 しク る のぱ 亥i夏 時

c2/.c∫ の 比 率 とし＼クこ とκ る ろ

こ∠クi変更蔚 と男君 う時ぶ に フしsて同 一〇 比孝であ る

顧 禾 万能 ご'あ乙〉。 し乏.が'って、こZ>

場合 .正 罹 る対応・乞 乙る4P}d顔 斑 であ ク,あ ゐ履 戻 、夢1切

った 判 断猷及要 と在る 。

②義::∴1∴:二

C3-C,×n3+(二2× ㌧3

こ の湯 右 ◎ 臓 飽 とし・乙 拓 とる り ・一奮 囚籍 とる

る.

(//の
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(4)差 葬 ぴ頃ゑる た∠め雇 の 嘉睡 ぴ 姑老液 場合

例 えば 時系列指 数 の場・合 、 づ厚 身 に孜 」定乞行 う孝 が 参 じ

ぴ',こ の 前後 ご'は同一 衆力 の'超に獺 猷生 ブ②多 びろV.こ

rtlQ6〈 」涙,に」 り 、裏葬 の 蘇 ぴ変 更}こな っ之ため で＼あbbい 、

こめ きまぐぱ 時系列 凝統 ぴ田 舞ξ《ご'あそ〉;のご つ司ノ賭～芸ヒっじ・

て 房(緬 と孜趨 の後 か ら借 手 乞計算 レ 、これ乞 勉 の時)慕

に老実ぢ'ろ 孝によ リ滋耗 うろ辛 ま循・ク 。こ②、傷手 乞.ツ ンク孫

敦 と呼 々 ごL>る 、

跡 葡例 で ね.嚇 教 の湯右 、柔列 阜〃46耳 旦孝 檀 ぴ

4タ 」弄/2}三{ヒ ニ/づ一〇 と二・奮った 〉 する)。煮タ玉(えの 夕0左手老…隼

値Xこagタ 耳/2周 に つv・て 揚 算 レ 、/〃 だ〉 た とつ

る 〉 、 リンク縁 家 ぱ/o〃 丞ク=ラ/3と な ゐ。3-o耳 旦準

橿 であ る 夕o茸 以啄 の福 と㌢o耳 以 前の値 と時 系列 的 に渡 ク

賜 ・合 は づ0耳 以前 の値 に)づこの リンク珠 数 ラ≦ 巻二探 して

歩O耳>i哲 唇戊生 じ,うし・蕨 に ヲろ)fiぐ あ る.

しか し 、この方法 は 、その係 列Z)'櫛或 畠田の測 ヒにつ"(

1醐 ら考 慮 していず,孜)定 時の近 くで与 しS乙使えゐ ∪ 。つ妻

ク、個 別垢 数 系列 ヒ ウユ イ トぎ案 じ 、象接 すれ ば総嚇 教K

乙～老〉と1)トク、/オ§多徽 のノ娠 が'、 リンニフ後 〃ク働 乙二つL>て)d、 ケ寺}〈三

殿1嚇 と離 」《ゐ程,失 後 われそ)罰(/Bる 。

(5)比 較 の基 ～隼ぴ 一 級 論 か らぱ× め に〈、〈券 学的 処 理 によう 揚

猷 ・テ ーブソレ・が ・衰 ノ性的 に)づ該 反 し・うZ>ぴ'、 タ嗜 的1(}づ 囲

(ン,の



雛 る 輪 デ ≡ 夕 そ の 吉の き分 折 づ る 孝1〔こよ リ鼓 し よク と

すb彦 ∠z)で＼あ る.

〈-afiEka/つ1拶 薙 解析 に⇔ 蜴 で嫌 々 る 寺.紗 あ

リ、紅 こ放 き系 レ 互.例 と.して ク ラス タ ー・分祈 乏.乙 りあ げ`

(ゲ る.ク ラス タ ー ・分折 ぱ 、サ ンフ2レ 之歳 差 己 労 し〉ぐ甘い よ

う クラス タ ー(ち)ン フ。〕レ・句)ノ葬)之 在 りう る)皇i孝区分 祈 寸 ゐ.

そ の菱準 に 」 リ クラス タ ーーーIUさ れ た ブ ンフ ルli・MJ(ら か・の 忽、味

ご 目顔 ご'Z)ゐd.)て",比 較 力ぐ可能 で あ リ、 ヌ 、ク ラス タ ー周 の

罐 砂嚢 内 寸ヒ放 功 づ蜘 ゴ 、こ れX癖 〉 した 比較 ぴ 可能 と

力 る.

こめ 力 法 は 分 折フ灼 で あ リ、 一族 にぱ いか 珍 い のこ'、檬 ・く

勧 ンフノレピ対す る宍族 縁ぴヴ シフノレ'デ ータの彦雑 知識 か

らの雛 が秘匿 とるる→

葬 づ/表 タト綱 茸 のあゐ場合 の誓.法の微

rノノ含



堵 づ2表 句 題 解析のみ蓮の授宏と…轍 確 会せ

一 一

克 明亥数 隻孝 家教 庖 五 家 教

乃 菰
ヌ(核

国 隔

フく、後

珍談
ん羨

閲師
煮浸

殆 薮
只戻

間隔
ズ度

外

的

婁

牢

の

多

ろ

賜

合

}

重 回 帰 分 析 一
多数 『 /

一 一

正エ相 関分所 一 多数
一

〃数 一 一

重 判 別 分 折
(正 牢 分 所)

一 プ教 多数
一 一 一

(線型)剃 別分け 一
,＼ 多数 之 } 一 一

分 散 分 析 多数
一 一 / 一 一

多愛重分散分折 ク教 一 一
ラ数

一 一

共 分 散 ク)折 ラ数 ラ数 一 / 一 一

敦劃 ヒ穿 一頻 多数 一 一 / 一 一

数量 イ払 第 二頬 多数
一

ク数 一 一 一

外 左

内 し、

更 湯

準 合

の

主 裁 奏 分 折 一 多数 一 ψ 参o 一 一

変形主放令方折
一 多数 一 (〃教)

一 一

教動 と堺三類 ・
募 面頬

ク家 一 一 一 一 一

兵 隣 分 析 一 一 一 多数 多数 一

外的㌢埠八
層乙亥教で
与九うオこて

し、ク筋合

田 子 分.折 一
(〃蜘

一

ク数 一 ク設

清 在 周遊 で分 折 多薮 一 一 ラ数 一

」

(〃幻



S4コ ン ピ ュ ータ ・ネ ソト フ ー ク とプ ーフ ・ リンケー ジ

リソー ス ・シ エ ア ツ〉グ とむき わ 汎 わ コ ンピ ュ ー タ ・ネ ソ ト

ワーフ ご 口 、 デ ニ タ の ンエ ァ リングぴ × きる 撤 能 ぞ あ ソ・連'

デ ー タ ・ベ ース の 利 用か ら 、その姥]ろしら芭利 」口にあ い て は リン

ケ ーヲ・「続 三が重 婁 と,なる一 一

そZ)形 態 の/つ ぬ.炬 愛 痴 デ ータ あ る い}づ フ ァイ ル 乞転 送 レ

て か＼ら リン ケ_ジ す〈う.ε ラ/っ ぬぽ 動 デ ≡ タ ・ベ ー ス ざ属

厩 に、戻 解 し乙 が ら リ ン ケージ 五行 ク 七∠クで'あ る.祈 る ば 前節 で

並 べえ 方 法 ピ よ リvaMlデ ≡ タベ ース」(対 レ(ち 可 能 ごあゐが.

鮪 ほ 嚇 デ ー タ ベ ース ご1鋤iぴ ・あ るがL頭 髪 ピ 煤 榛 マ痴 据 鎮

が残 乏 以てて し〉夢.

デ'一 タ ・ベ ー ス'マ ネ ージプ ン ト シ スプ ム}づ 、プ ロ グ ラム の

テ㌧ プ鮭 とデ'一 夕.ぺ ㌧ スの嚇 附 記 ・濠鰺1遠 との植 立,い わ

ゆ る 「デ レ タ舷 並 、Σ.実麗 し之.し カ・し デ ーツ'ベ ー ス'マ

ネ ー ジ メン トラ ス ア ム は嫌 々 斑 探 題 レ.デ 一夕 ベ・一スの論

聯 Σ老1コこ(の壮・擁}乙イム存Lし てし＼る.挺'っ(「 デ三 夕.ベ ー ス、'

マ ネ ー ジ メン ト シス アム 私 立 」が 次 の霧題 で あ り 、前述 の デ ー

タ ・ベ ー ス 蒙灰1つ そ6ク/つ の 方 法 ぞ あ る。

コンt'ユ ー.・タ ・ネ ッ1-一ワ ーフ に あ ひ て ぱ,ネ ッ ト ワー ク の耀

広 、デ し タ ペ㌧ ス0所 在屠 左 吉著 聞人しゐ じ・ご利 用ご 竺 る.い わ

ピゴ ∫ネ ソ トフ ーク}家 立aかV'ノ っ∠ク1{∋'r房…と＼♪タしZ).そ4)孝 ξ膨己ク)フこ

め 〉乙ンま,デ ータ'リ ン ケー ジ ヒ二俣 放|・ゴ 、次 の 旨 覆、が パZ髪 ヒる る.

⑦ 剤 閣 可能 る デ ー タ ・べ 一入 の内 治 に関 つ る 拷教

② デ 三 夕'べ ・一ス ぎ疹 産 してい る)デ㌧ タ ・ベ ー ス ・ マネ ー ジ

C〃㌢)



メ ン ト ・シスフム、の陸1家

③ データ ペ 一入 の瀦 産 的雛Z惰 萩

④ テ'一夕 ・ベ ー スの リンケ ージ五行 う際 ②)褒換 ヌぱ対 応 に亙 ξを

な肩 家

さらkLa4こ れ ろ4)ノ屠 薇 左房 増 し 刊田 老が必 要 ヒづる デンタ

リンケー ジ之含 む デ ータ牙り用 を可能 とすゐ孜産1骸彪 か ス ソト フー

クヒ及・老 とるる.
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